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１．研究計画の概要 
 本研究は、中国・旅順博物館が所蔵する大

谷探検隊収集の中央アジア出土資料のうち、

すでに一定の成果を挙げた漢字資料の研究実

績に基づき、これまで解明の進んでいない 33
件 433 点をはじめとする非漢字資料の総合
的・学際的研究を行おうとするものである。 
 
２．研究の進捗状況 
⑴大英図書館 International Dunhuang 
Project(IDP)の日本支局として培われたデジ
タルアーカイブ技術を活かし、連携研究者・
岡田至弘氏により専門的知識の提供を受け、
当該資料の撮影を行い、画像データを蓄積し
ている。 
⑵ブラーフミー文字・ソグド文字・ウイグル
文字・チベット文字・漢字の資料について、
それぞれ、研究分担者・若原雄昭氏、吉田豊
氏、松井太氏、上山大峻氏が中心となって、
橘堂晃一氏、那須良彦氏ら研究協力者ととも
に同定調査を行っている。仏典・非仏典を分
類し、仏典は、可能な限り典籍の同定を行い、
非仏典は、内容の解読を行っている。これま
で未同定であったサンスクリット語の『雑阿
含経』や、トカラ語の Buddhastotraの断片
群が新たに発見されている。 
⑶それらの結果を基に、断片数、断片サイズ、
出土地、書体、行数などの書誌情報を含む画
像データベースの作成に着手している。 
⑷同館所蔵資料の中で同一写本の離片と見
なされる断片群を、画像ベースで接合させ、
姉妹関係にある本学所蔵資料はもとより、
IDPが公開している諸断片をも参照して、当
該文書を可能な限り復元しようとしている。 
⑸龍谷大学古典籍デジタルアーカイブ研究

センターの協力により、文書断片を側面から

二枚のガラス板で挟み込んだ資料について

は、ガラスの色情報を排除したオリジナルの

文書の紙色復元作業に着手している。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）旅順博物館の協力により、同館所蔵
の非漢字資料の撮影をほぼ完了し、そのデー
タに従って、文字・言語ごとに研究分担者に
依頼して、解読研究を進めている。その研究
成果は、データベースとして構築しつつあり、
最終年度に国際学術シンポジウムとして発
表予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
⑴最終年度は、過年度に実施した同定調査デ

ータに基づき、研究分担者が中心となって、

研究協力者とともに研究成果を発表し、論文

集を刊行する。 
⑵旅順博物館所蔵資料と同地域から出土し

た資料を所蔵・研究する龍谷大学大宮図書館

はじめ、大英図書館、ドイツ・ベルリンブラ

ンデンブルク人文科学アカデミー、フラン

ス・国立図書館、ロシア・サンクトペテルブ

ルク東洋学研究所、トルコ・イスタンブル大

学図書館、新疆ウイグル自治区博物館等と連

携し、非漢字資料について比較調査を行い、

旅順博物館所蔵資料と接合する断片の有無

を調査する。 
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